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1-1．FUKUSHI meets!とは

4©FACE to FUKUSHI

2014年6月20⽇(金)〜7⽉26⽇(⼟)＠⼤阪
2015年8月2⽇(⽇)＠東京
2016年3月21⽇(⽉)、7⽉3⽇(⽇)＠東京
2017年3月20⽇(⽉･祝)＠⼤阪、 3⽉27⽇(⽉)＠東京
2018年3月14⽇(水)15⽇(⽊)、6⽉3⽇(⽇)＠⼤阪、3⽉21⽇(水･祝)･22⽇(⽊)、5⽉20⽇(⽇)＠東京
2019年3月18⽇(⽉)・19⽇(火)、4⽉20⽇(⼟)、5⽉26⽇(⽇)＠⼤阪、

　  　　     3月21⽇(⽊)、22⽇(金)、4⽉28⽇(⽇)、5⽉19⽇(⽇)＠東京
2020年2月17日(月)＠大阪対面、2月19日(水)＠東京対面、4月12日(日)、4月19日(日)、

       　　　4月25⽇(⼟)、5⽉3⽇(⽇)、5⽉19⽇(⽇)、5⽉17⽇(⽇)5⽉24⽇(⽇)はすべてオンライン開催
2021年2月15⽇(⽉)〜6⽉20⽇(⽇)はすべてオンライン開催
2022年2月15⽇(火)〜6⽉19⽇(⽇)はすべてオンライン開催
2023年2月13日(月)＠大阪対面、2月16日(木)17日(金)＠東京対面、2月28日(火)＠愛知対面、

      　   2⽉22⽇(水)、3⽉3⽇(金)〜5⽉28⽇(⽇)はすべてオンライン開催
2024年2月13日(火)14日(水)、3月4日(月)、5月12日(日)＠大阪対面、2月19日(月)20日(火)、3月8日(金)、4月28日(日)、

                  5月26⽇(⽇)＠東京対⾯、2⽉22⽇(⽊)＠オンライン開催、2⽉26⽇(⽉)＠愛知対⾯、2⽉28⽇(水)＠福岡対⾯
2025年2月13⽇(⽊)14⽇(金)、3⽉6⽇(⽊)、5⽉11⽇(⽇)＠⼤阪対⾯、2⽉23⽇(⽇)24⽇(⽉)、3⽉12⽇(水)、4⽉27⽇(⽇)、

　　　　　5月25⽇(⽇)＠東京対⾯、2⽉26⽇(水)＠名古屋対⾯、2⽉28⽇(金)＠福岡対⾯

◉ 福祉系大学⽣と福祉法人の新たな出会いの窓⼝に
2014年度にFUKUSHIビッグバン！と銘打って、⼤阪で福祉法人の紹介パネル展＋合同説明会を開催したことから

　  活動が始まった。
2015年度からは東京で開催。合同説明会形式で、全国から出展法人を集めて開催。
仕事のリアルを知るために、学生と福祉法人の「対話」を大切にしている。

      スーツ禁止、カフェのような設えで、会場全体で対話しやすい空気づくりをしている。
2016年度、春からは⼤阪でも開催。
2020年、コロナ禍によりオンラインにて開催。
2023年より、対面とオンラインの両方開催でのフェア実施へ。

◉ 2026年3月で13年⽬を迎える福祉就職フェアです！



福祉系大学生に、早い段階で福祉の現場のリアルを知ってもらえるきっかけづくりに。

 FUKUSHI meets!福祉就職フェアにご参加いただいた、熱心な１〜３年生の「福祉の現場のことをもっと知りた
い」「なかなか現場を知る機会が少ない」という声を受けて、就職を考える４年生だけではなく、もっと早い段階
で福祉の現場のリアルを知ってもらい、もっとたくさんの学生さんに福祉の仕事に関心を持ってもらえるように
という想いから始まったイベント。

福祉の仕事の魅力、素晴らしさ、重要性を伝えながら、これからの福祉を支える仲間になるきっかけづくりを目
的に実施。

仕事のリアルを知るために、学生と福祉法人の「対話」を大切にしている。スーツ禁止、カフェのような設え
で、会場全体で対話しやすい空気づくりをしている。

これまでは「インターンシップフェア」を企画の軸にしながらも、音楽×福祉、芸術×福祉、スポーツ×福祉など
様々な角度から福祉を楽しめるイベントである「フクシゴトフェス!!」として開催してきた。

2019年度は、福祉の現場・しごとのことをこれまで以上にわかってもらい、インターンシップ先を探すことので
きるイベントとして「FUKUSHI meets!インターンシップ」として開催した。

2020年度以降は、コロナウイルス感染拡⼤予防のため、オンラインにて開催。

2023年夏より、対面で再度「FUKUSHI meets!インターンシップ」として開催している。

1-2．FUKUSHI meets!インターンシップとは
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1-3．開催結果概要

参加対象者 福祉業界で就職を目指している⼤学⽣・専⾨学校⽣

出展法人の特徴 インターンシップを実施する全国の福祉法人

当日のプログラム

出展法人リレープレゼン

ブース型説明会

相談ブース

フェアの特徴

各開催エリアの最先端の福祉法人が集まる

⼤学⽣と早期接点が持てる

福祉への熱量の高い学生が多数来場する
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開催日時 開催エリア（開催地最寄駅） 開催場所 出展団体数
事前
申込数

参加者数
平均ブース
訪問学生数

06月20日（土）
13:00-17:00 関東（大⼿町駅） 大⼿町三井ホール 28団体 222名 195名 27.4名

06月28日（日）
13:00-17:00 関西（⼤阪駅）

コングレスクエアグラングリーン大阪
グランホール

32団体 272名 243名 30.5名

07月04日（土）
13:00-17:00 東海（名古屋駅） 名古屋プライムセントラルタワー 20団体 143名 132名 26.8名

07月11日（土）
13:00-10:30 関東（浜松町駅）

東京都立産業貿易センター浜松町館
２階展示室

26団体 206名 172名 25.2名
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2-1．学生の参加動機

学生の参加動機は「就活を始めるきっかけ・就活の準備」が最も多く、53.6％となった。
　次いで、「先⽣や友達に勧められて・誘われて」が47.0％であった。
「福祉の業界研究・仕事理解」や「福祉で働いている人から話を聞いてみたかった」といった

　福祉の仕事について知りたい学⽣の参加も多かった。
8©FACE to FUKUSHI

(複数回答)



2-2．参加学生の学年の内訳/フェアの満⾜度

メインの参加者は、就職活動を控える3年生となった。
3年生の次に2年生の参加が多く、1,2年生の参加は全体の約3割おり、就職活動の開始時期が

　早期化していることがうかがえる。

就活中である4年生の参加も4.5%あり、昨年と比べて⼤幅に減少した。
参加した学生のうち95.9%の学⽣が、⼤変満⾜及び満⾜であると回答した。
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参加者の
学年内訳

参加者の
満足度2028年3⽉卒2028年3⽉卒

（現⼤学3年⽣）（現⼤学3年⽣）
2028年3月卒
（現大学3年⽣）

66.166.166.1%%%

2029年3⽉卒2029年3⽉卒
（現⼤学2年⽣）（現⼤学2年⽣）
2029年3月卒
（現大学2年⽣）

21.621.621.6%%%

4.5

2027年3月卒

（現大学4年⽣）
%

%

不満＋大変不満

0.7 %普通
3.5%

2030年3月卒
（現大学1年⽣）

7.8 %

95.995.995.9
⼤変満⾜+満⾜⼤変満⾜+満⾜大変満⾜+満⾜



2-3．ブースを訪問した理由

「当日のリレープレゼンを⾒て」ブース訪問を決めた学⽣が71.9%と最も多く、
　次いで「FUKUSHI meets!のイベントサイトを⾒て」を選択した学⽣が多かった。
「イベントサイトを見て」と答えた学⽣が23.3％おり、事前に情報を収集し、

　ある程度訪問するブースに⽬星をつけて参加する学⽣もいることがわかった。
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71.9％71.9％71.9％
イベントサイトを見て

当日のリレープレゼンを⾒て

先生・友人・知人からの紹介

もともと法人を知っていた

フクカツBOOKを見て

出展法人から案内があり、

出展することを知っていた

その他

12.9％

23.3％

10.1％

6.8％

2.7％

1.1％

(複数回答)



2-4.インターンに参加する法人への就活時の心境

「インターンシップに満足すれば、就活時の選考等を受ける可能性がある」と

　答えた学⽣が65.2％と最も多かった。
インターンシップで満足すれば、その後につながる可能性も高いことがわかった。

　どのようなプログラムや関わりをするのか、が重要であることが分かった。
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65.2％65.2％65.2％
インターンシップへの参加と、

就活時に選考等を受けるかは関係ない

インターンシップに満足すれば、

就活時に選考等を受ける可能性がある

就活時に選考を受ける可能性が高い

就活時に選考を受けるつもりで

参加している

その他

7.8％

23.0％

3.2％

0.9％

(複数回答)



2-5．就職を希望している業界とその分野

就職を考えている業界は福祉業界とそれ以外の業界で迷っている学生が最も多かった。

　⼀方で、福祉業界でのみ就職を考えている学⽣も4割以上いることがわかった。
就職したい分野を複数で迷っている学生が最も多く、決まっている学⽣は13％にとどまった。
就職したい業界は児童福祉、地域福祉、障害者福祉、高齢者福祉の順に多かった。
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就職したい業界 関心のある分野

福祉業界と福祉福祉業界と福祉
業界以外の両方業界以外の両方
福祉業界と福祉

業界以外の両方

52.452.452.4%%%

福祉業界でのみ福祉業界でのみ
就職を考えている就職を考えている
福祉業界でのみ

就職を考えている

45.545.545.5%%%

どんな分野があるか

わからない 1.1 %

%

決まっている

13.3

何も決まっていない

11.3%

関心のある分野
（複数回答可：％）

45.245.245.2
複数分野で複数分野で
迷っている迷っている
複数分野で

迷っている

%%%

ほとんどほとんど
決まっている決まっている
ほとんど

決まっている

29.029.029.0%%%

%

福祉業界以外でのみ

就職を考えている

2.1

児
童
福
祉

地
域
福
祉

障
害
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り
・

不
登
校
支
援

保
育

生
活
困
窮
者
支
援

ま
だ
決
め
て
い
な
い

52.652.652.6

43.143.143.1

35.935.935.9
33.933.933.9

19.719.719.7

11.011.011.0
6.06.06.0 5.45.45.4

福
祉
関
係
の
人
材
・

採
用
サ
ー
ビ
ス

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

そ
の
他

4.84.84.8 3.63.63.6 1.71.71.7

26.926.926.9

医
療

行
政

中
間
支
援

21.521.521.5

14.614.614.6



2-6.就職先を選ぶ上で重視したいポイント

最も多いのは「関心のある事業である」となっており、次いで「給与や手当の充実」、

　「職場や職員の雰囲気の良さ」、「休みの多さ、取りやすさ」と続いた。

仕事内容の納得感に合わせて、働く環境や待遇面を重視する傾向が強いことがわかった。
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67.3％67.3％67.3％
給与や手当の充実

関心のある事業である

職場や職員の雰囲気の良さ

51.1%

休みの多さ、取りやすさ

専門性の高さ・支援へのこだわりを感じる

法人の理念・ビジョンへの共感

事業内容の多様さ・幅広さ

立地、通いやすさ

独自性のある事業や取り組みをしている

入社後のフォローアップ体制がしっかりしている

研修が充実している

経営が安定している

キャリアパスが充実している

施設の新しさ、綺麗さ

44.7％
34.5％

19.4％
13.1％

10.8％
10.7％

6.5％
5.4％
4.8％
4.4％
4.1％

2.1％

(複数回答)

人事担当者の人柄

1.8％



2-7.ブースで特に聞きたかった話

「事業内容や支援の内容・仕事のやりがい」に関心を持つ学生が多く、

　⾃分の興味関心に合うのかを知り、支援内容や取り組みに関心を寄せる学⽣が多かった。

次いで「職場の雰囲気や組織風⼟」、「特徴的な取り組み・⼒を入れていること」、

「事業の理念やビジョン」が続き、働く環境⾯よりも法人全体の⾵⼟に関心が集まった。
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54.2％54.2％54.2％
職場の雰囲気や組織風⼟

事業内容や支援の内容・仕事のやりがい

特徴的な取り組み・力を入れていること

44.9％

事業の理念やビジョン

休日数について

待遇面について

地域貢献や地域に向けた取り組み

資格手当や資格補助について

ブースにいる人について（なぜこの仕事をしているか等）

配属について

研修制度について

インターンシップの内容

入社後のフォローアップ体制について

求める人物像

32.7％
27.2％

24.9％
23.1％

17.1％
11.7％

8.9％
7.4％
7.2％
6.8％

5.7％
3.6％

選考フロー

その他

0.8％
0.3％

(複数回答)



2-8．当日の様子

15©FACE to FUKUSHI
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6月20⽇（⼟）＠関東

参加学生数 195名（事前申込222名）

ブース訪問数平均 3.9法人 / 学生1名あたり

学生満⾜度 95.5％

参加学生データ

 出展法人・参加学生データ

出展法人数 28法人

ブース訪問学生数 27.4名 / 1法人あたり

法人満足度 92.6％

 参加学部
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福祉

心理

人間科学

社会学

教育

その他文系

その他

■

■

■

■

■

■

■

 参加者の学年内訳  参加のあった学校（上位10校）

0 20 40 60 80 100 120 140

2027年3月卒（現大学4年生）

2028年3月卒（現大学3年生）

2029年3月卒（現大学2年生）

2030年3月卒（現大学1年生）

（人）

0.50.50.5 %%%

67.2 %

%%%

16.9 %

132人132人  132人 

14人

29人

20人

24名
18名
16名
13名
12名
11名
  8名
  8名
  7名
  6名
  6名
  6名
  6名

駒澤大学
東洋大学
武蔵野大学
立正⼤学
明治学院大学
埼玉県立⼤学
東洋学園大学
日本社会事業⼤学
文教大学
相模女子⼤学
帝京平成大学
明星大学
立教⼤学

10.8 %

1.01.01.0 %%%

3.13.13.1 0.50.50.5 %%%



6月28⽇（⽇）＠関⻄

参加学生数 243名（事前申込272名）

ブース訪問数平均 4.0法人 / 学生1名あたり

学生満⾜度 94.8％

参加学生データ

 出展法人・参加学生データ

出展法人数 32法人

ブース訪問学生数 30.5名 / 1法人あたり

法人満足度 78.6％

 参加学部
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 参加者の学年内訳  参加のあった学校（上位10校）

0 20 40 60 80 100 120 140 160

2027年3月卒（現大学4年生）

2028年3月卒（現大学3年生）

2029年3月卒（現大学2年生）

2030年3月卒（現大学1年生）

（人）

36名
28名
19名
18名
13名
12名
12名
11名
  9名
  8名

武庫川女子⼤学
龍谷⼤学
関西福祉科学⼤学
大阪人間科学⼤学
桃山学院大学
大阪公立⼤学
京都女子⼤学
佛教大学
大阪樟蔭女子⼤学
関西学院⼤学

159人159人  159人 

8人

55人

21人

福祉

心理

社会学

人間科学

リハビリ

教育

看護

その他文系

その他理系

その他

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

0.80.80.8 %%%

3.33.33.3 %%%

55.155.155.1 %

%%%

20.6 %

11.1 %

0.80.80.8 %%%

1.21.21.2
0.40.40.4 %%%

2.52.52.5 %%%
4.1 %



7月4⽇（⼟）＠東海

参加学生数 132名（事前申込143名）

ブース訪問数平均 4.1法人 / 学生1名あたり

学生満⾜度 95.2％

参加学生データ

 出展法人・参加学生データ

出展法人数 20法人

ブース訪問学生数 26.8名 / 1法人あたり

法人満足度 100%

 参加学部
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 参加者の学年内訳  参加のあった学校（上位10校）

0 20 40 60 80 100

2027年3月卒（現大学4年生）

2028年3月卒（現大学3年生）

2029年3月卒（現大学2年生）

2030年3月卒（現大学1年生）

（人）

96人96人  96人 

4人

30人

2人

20名
14名
13名
13名
10名
  9名
  8名
  7名
  7名
  3名
  3名
  3名
  3名
  3名
  3名

愛知淑徳大学
金城学院⼤学
中京大学
人間環境大学
同朋大学
名古屋市立⼤学
愛知教育大学
愛知県立⼤学
日本福祉⼤学
中部学院大学
中部大学
東京福祉大学
名古屋医療秘書福祉＆IT専⾨学校
名古屋短期大学
名城大学

福祉

心理

保育

人間科学

社会学

看護

その他文系

その他理系

■

■

■

■

■

■

■

■

1.51.51.5 %%%

4.54.54.5 %%%

52.352.352.3 %

%%%

25.8 %

5.3 %

2.32.32.3 %%% 3.03.03.0

5.3 %



7月11⽇（⼟）＠関東

参加学生数 172名（事前申込206名）

ブース訪問数平均 3.8法人 / 学生1名あたり

学生満⾜度 98.7％

参加学生データ

 出展法人データ

出展法人数 26法人

ブース訪問学生数 25.2名 / 1法人あたり

法人満足度 82.4%

 参加学部
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 参加者の学年内訳  参加のあった学校（上位10校）

0 20 40 60 80 100 120

2027年3月卒（現大学4年生）

2028年3月卒（現大学3年生）

2029年3月卒（現大学2年生）

2030年3月卒（現大学1年生）

（人）

104人104人  104人 

14人

39人

15人

22名
12名
12名
11名
11名
  8名
  7名
  7名
  7名
  6名

東洋大学
明治学院大学
立正⼤学
駒澤大学
日本社会事業⼤学
桜美林大学
埼玉県立⼤学
聖学院大学
東京家政大学
神奈川県立保健福祉⼤学

0.60.60.6 %%%
0.60.60.6 %%%

1.21.21.2 %%%

3.53.53.5 %%%

76.7 %

12.8 %

%%%4.14.14.1
%%%0.60.60.6 福祉

心理

人間科学

社会学

教育

看護

その他文系

その他

■

■

■

■

■

■

■

■



出展法人一覧_1
番号 法人名 所在地 事業分野

1 社会福祉法人館邑会 群馬県 知/身/精

2 ALSOK介護株式会社 埼玉県 高/保/地

3 一般社団法人上尾中央医科グループ 埼玉県 医/地/高

4 社会福祉法人永寿荘 埼玉県 高/地/保

5 社会福祉法人茶の花福祉会 埼玉県 知/身/精

6 株式会社ドットライン 千葉県 児/精/高

7 社会福祉法人印旛福祉会 千葉県 知/身/精

8 社会福祉法人福祉楽団 千葉県 高/児/地

9 社会福祉法人佑啓会 千葉県 知/児/地

10 社会福祉法人槇の実会 千葉県 知/高/児

11 グッドタイムリビング株式会社 東京都 高/地/医

12 スターツケアサービス株式会社 東京都 高/保/地

13 セントケア・ホールディング株式会社 東京都 高/地/医

14 タムスグループ 東京都 高/医/保

15 株式会社オンアンドオン 東京都 児/保/精

16 株式会社ケアメイト 東京都 高/地/保

17 株式会社ケアリッツ・アンド・パートナーズ 東京都 高

18 株式会社ニチイホールディングス・株式会社ニチイ学館
【日本⽣命グループ】

東京都 高/医/保

19 社会福祉法人あいのわ福祉会 東京都 身/知

20 社会福祉法人嬉泉 東京都 知/身/保

21 社会福祉法人三幸福祉会 東京都 高/地/生

22 社会福祉法人賛育会 東京都 高/保/医

23 社会福祉法人正夢の会 東京都 知/児/精

24 社会福祉法人多摩同胞会 東京都 高/児/地
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番号 法人名 所在地 事業分野

25 社会福祉法人台東つばさ福祉会 東京都 知/身/児

26 社会福祉法人東京老人ホーム 東京都 高

27 社会福祉法人同愛会　東京事業本部 東京都 知

28 社会福祉法人南風会 東京都 知/地/身

29 社会福祉法人奉優会 東京都 高/地

30 東京海上日動ベターライフサービス株式会社 東京都 高/地

31 エフィラグループ株式会社 神奈川県 児/高/保

32 社会福祉法人かたるべ会 神奈川県 知/児/ニ

33 社会福祉法人若竹⼤寿会 神奈川県 高/地/知

34 社会福祉法人翔の会 神奈川県 地/児/知

35 株式会社ASCare 静岡県 高/身

36 湖山医療福祉グループ（東海） 静岡県 高/医/保

37 社会福祉法人聖隷福祉事業団 静岡県 高/保/医

38 社会福祉法人くるみ会 愛知県 知/地/児

39 社会福祉法人サン・ビジョン 愛知県 高/地/保

40 社会福祉法人ひまわり福祉会 愛知県 知/身/精

41 社会福祉法人ゆたか福祉会 愛知県 知/身/高

42 社会福祉法人よつ葉の会 愛知県 知/高/保

43 社会福祉法人愛知県厚生事業団 愛知県 高/知/保

44 社会福祉法人恩賜財団愛知県同胞援護会 愛知県 高/身/保

45 社会福祉法人楽笑 愛知県 知/精/地

46 社会福祉法人岩崎学園 愛知県 児/知

47 社会福祉法人昭徳会 愛知県 知/高/児

48 社会福祉法人新生会 愛知県 身



出展法人一覧_2

［事業分野の凡例］
知：知的障害
精：精神障害
身：身体障害
高：高齢
児：児童
保：保育
地：地域福祉
生：生活困窮
ニ：ニート・ひきこもり・不登校支援
医：医療
中：中間支援
行：⾏政
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番号 法人名 所在地 事業分野

49 社会福祉法人滋賀県障害児協会 滋賀県 身/医

50 高齢者総合福祉施設神の園 京都府 高/地

51 社会福祉法人くらしのハーモニー 京都府 高/地

52 社会福祉法人みねやま福祉会 京都府 高/児/知

53 社会福祉法人京都福祉サービス協会 京都府 高/地/児

54 社会福祉法人南山城学園 京都府 知/高/保

55 社会福祉法人福知山学園 京都府 知/高/児

56 武田病院グループ本部福祉介護部 京都府 高

57 洛和会ヘルスケアシステム 京都府 高/身/医

58 IKOIGROUP 大阪府 高/医

59 musubi Group 大阪府 高/医

60 パナソニックエイジフリー株式会社 大阪府 高

61 株式会社チャーム・ケア・コーポレーション 大阪府 高

62 社会福祉法人いずみ野福祉会 大阪府 知/精/身

63 社会福祉法人みなと寮 大阪府 生/高/精

64 社会福祉法人育徳園 大阪府 高/地

65 社会福祉法人堺暁福祉会 大阪府 保/高/地

66 社会福祉法人四幸舎和会 大阪府 知/地

67 社会福祉法人自立支援協会 大阪府 知/身/高

68 社会福祉法人摂津宥和会 大阪府 知/児/高

69 社会福祉法人大阪⾃彊館 大阪府 生/身/高

70 社会福祉法人大阪府肢体不⾃由者協会 大阪府 身/知

71 社会福祉法人大阪府障害者福祉事業団 大阪府 知/児/高

72 社会福祉法人桃林会　とりかい⽩鷺園 大阪府 高/生/知

番号 法人名 所在地 事業分野

73 社会福祉法人豊悠福祉会 大阪府 高/精/地

74 社会福祉法人北摂杉の子会 大阪府 精/知/児

75 社会福祉法人きらくえん 兵庫県 高/地/知

76 社会福祉法人希望の家 兵庫県 身/児/地

77 社会福祉法人阪神福祉事業団 兵庫県 児/高/知

78 社会福祉法人神戸聖隷福祉事業団 兵庫県 知/身/高

79 社会福祉法人博愛福祉会 兵庫県 高/保/医

80 社会福祉連携推進法人日の出医療福祉グループ 兵庫県 高/児/保

81 社会福祉法人功有会 奈良県 高/児/身

82 社会福祉法人三篠会 広島県 高/知/精

83 社会福祉法人南高愛隣会 長崎県 知/地/精



学生広報のまとめ
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4-1．学生広報

広報手段 配布枚数 配布先

チラシ送付 約25,000枚

■全国の福祉系の大学・専⾨学校
└日本ソーシャルワーク教育学校連盟の加盟校
└日本介護福祉⼠養成協会の加盟校
└それ以外の福祉系の大学、養成校

　└各学校に所属している教員
　└各学校の就職課・キャリアセンター、福祉実習支援室

※関東・関西・東海エリアを中心に送付

FACE to FUKUSHIでは、参加学生を集客するために、大学や専門学校の教員を介してのチラシ
配布や、SNSを使った情報拡散など、様々な手法でアプローチをしています。

以下、本年実施した広報活動です。
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広報手段 学校数

就職課・キャリアセンター・福祉実習指導室への
メール・DM送付 230校



広報手段 学校数 回数 大学名 対象学生数

授業内広報
24校
（前年比
＋7校）

52回
（前年比
＋12回）

＜関東＞
立教大学、文教大学、東洋大学、埼玉県立大学
日本社会事業大学、明治学院大学、浦和大学、駒澤大学
立正大学、早稲田大学、武蔵野大学、明星大学
東洋学園大学、法政大学
＜関西＞
武庫川女子大学、神戸学院大学、関西学院大学、佛教大学
龍谷大学、近畿大学、関西福祉科学大学、大阪公立大学
大阪人間科学大学、桃山学院大学、追手門学院大学
和歌山大学、甲南大学
＜東海＞
中京大学、愛知県立大学、金城学院大学、同朋大学
名古屋市立⼤学、愛知教育⼤学

約3,800人

4-2．学生広報
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大学（主に福祉系学部）の授業やゼミにおいて10〜15分程度の時間をいただき、
FACE to FUKUSHIの活動紹介や就職フェアの告知を行う「授業内広報」を実施しています。



4-3．広報媒体
チラシ：表（各エリアごとに作成）
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4-4．広報媒体
チラシ：裏
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4-5．広報媒体
ポスター（各エリアごとに作成）

28©FACE to FUKUSHI



一般社団法人FACE to FUKUSHI

                   大阪府大阪市北区梅田1-3-1　大阪駅前第一ビル4階106
TEL　06-4799-0108

営業時間　10:00-18:00（⼟⽇祝⽇を除く）

新卒向け福祉就職フェア「FUKUSHI meets!」の紹介等をしています！

WEBサイト　https://f2f.or.jp/

FACE to FUKUSHI SNSSNSSNSの にて

@fukushimeets

〒530-0001

https://f2f.or.jp/
https://www.instagram.com/fukushimeets/#
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	開催日時
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	関東（大手町駅）
	大手町三井ホール
	28団体
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	06月28日（日） 13:00-17:00

	関西（大阪駅）
	コングレスクエアグラングリーン大阪 グランホール
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	開催全体のまとめ
	2-1．学生の参加動機
	(複数回答)
	学生の参加動機は「就活を始めるきっかけ・就活の準備」が最も多く、53.6％となった。
	　次いで、「先生や友達に勧められて・誘われて」が47.0％であった。
	「福祉の業界研究・仕事理解」や「福祉で働いている人から話を聞いてみたかった」といった
	　福祉の仕事について知りたい学生の参加も多かった。
	2-2．参加学生の学年の内訳/フェアの満足度
	7.8
	参加者の 学年内訳
	参加者の 満足度
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	2-3．ブースを訪問した理由
	(複数回答)
	フクカツBOOKを見て




	71.9％
	23.3％
	12.9％
	10.1％
	6.8％
	2.7％
	1.1％
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	(複数回答)
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	インターンシップへの参加と、 就活時に選考等を受けるかは関係ない
	就活時に選考を受ける可能性が高い
	就活時に選考を受けるつもりで 参加している
	その他




	65.2％
	23.0％
	7.8％
	3.2％
	0.9％
	「インターンシップに満足すれば、就活時の選考等を受ける可能性がある」と
	　答えた学生が65.2％と最も多かった。
	インターンシップで満足すれば、その後につながる可能性も高いことがわかった。
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	45.5
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	13.3
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	関心のある事業である
	給与や手当の充実
	職場や職員の雰囲気の良さ
	休みの多さ、取りやすさ
	専門性の高さ・支援へのこだわりを感じる
	事業内容の多様さ・幅広さ
	法人の理念・ビジョンへの共感
	立地、通いやすさ
	研修が充実している
	独自性のある事業や取り組みをしている
	経営が安定している
	人事担当者の人柄
	施設の新しさ、綺麗さ
	キャリアパスが充実している

	67.3％
	51.1%
	44.7％
	34.5％
	19.4％
	13.1％
	10.8％
	10.7％
	6.5％
	5.4％
	4.8％
	4.4％
	4.1％
	2.1％
	1.8％
	最も多いのは「関心のある事業である」となっており、次いで「給与や手当の充実」、
	　「職場や職員の雰囲気の良さ」、「休みの多さ、取りやすさ」と続いた。
	仕事内容の納得感に合わせて、働く環境や待遇面を重視する傾向が強いことがわかった。
	©FACE to FUKUSHI




	2-7.ブースで特に聞きたかった話
	(複数回答)
	事業内容や支援の内容・仕事のやりがい
	職場の雰囲気や組織風土
	特徴的な取り組み・力を入れていること
	事業の理念やビジョン
	待遇面について
	休日数について
	地域貢献や地域に向けた取り組み
	資格手当や資格補助について
	配属について
	研修制度について
	インターンシップの内容
	求める人物像
	入社後のフォローアップ体制について
	選考フロー
	その他

	54.2％
	44.9％
	27.2％
	24.9％
	23.1％
	32.7％
	17.1％
	11.7％
	8.9％
	7.4％
	7.2％
	6.8％
	5.7％
	3.6％
	0.8％
	0.3％
	「事業内容や支援の内容・仕事のやりがい」に関心を持つ学生が多く、
	　自分の興味関心に合うのかを知り、支援内容や取り組みに関心を寄せる学生が多かった。
	次いで「職場の雰囲気や組織風土」、「特徴的な取り組み・力を入れていること」、
	「事業の理念やビジョン」が続き、働く環境面よりも法人全体の風土に関心が集まった。
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	2-8．当日の様子
	開催回のまとめ
	6月20日（土）＠関東
	3.1


	67.2
	10.8
	16.9
	14人
	29人
	20人
	132人
	6月28日（日）＠関西
	1.2
	3.3
	4.1
	2.5

	11.1


	55.1
	20.6
	8人
	159人
	55人
	21人

	7月4日（土）＠東海
	3.0

	5.3
	5.3


	52.3
	25.8
	4人
	2人
	30人
	96人
	7月11日（土）＠関東
	0.6
	4.1
	0.6
	0.6
	1.2




	76.7
	3.5
	12.8
	14人
	104人
	39人
	15人



	出展法人一覧_1
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野
	社会福祉法人館邑会
	群馬県
	知/身/精

	ALSOK介護株式会社
	埼玉県
	高/保/地
	一般社団法人上尾中央医科グループ
	埼玉県
	医/地/高
	社会福祉法人永寿荘
	埼玉県
	高/地/保
	社会福祉法人茶の花福祉会
	埼玉県
	知/身/精
	株式会社ドットライン
	千葉県
	児/精/高
	社会福祉法人印旛福祉会
	千葉県
	知/身/精
	社会福祉法人福祉楽団
	千葉県
	高/児/地
	社会福祉法人佑啓会
	千葉県
	知/児/地
	社会福祉法人槇の実会
	千葉県
	知/高/児
	グッドタイムリビング株式会社
	東京都
	高/地/医
	スターツケアサービス株式会社
	東京都
	高/保/地
	セントケア・ホールディング株式会社
	東京都
	高/地/医
	タムスグループ
	東京都
	高/医/保
	株式会社オンアンドオン
	東京都
	児/保/精
	株式会社ケアメイト
	東京都
	高/地/保
	株式会社ケアリッツ・アンド・パートナーズ
	東京都
	東京都
	高/医/保
	社会福祉法人あいのわ福祉会
	東京都
	身/知
	社会福祉法人嬉泉
	東京都
	知/身/保
	社会福祉法人三幸福祉会
	東京都
	高/地/生
	社会福祉法人賛育会
	東京都
	高/保/医
	社会福祉法人正夢の会
	東京都
	知/児/精
	社会福祉法人多摩同胞会
	東京都
	高/児/地
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野
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	出展法人一覧_2
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野
	IKOIGROUP
	番号
	法人名
	所在地
	事業分野

	［事業分野の凡例］ 知：知的障害 精：精神障害 身：身体障害 高：高齢 児：児童 保：保育 地：地域福祉 生：生活困窮 ニ：ニート・ひきこもり・不登校支援 医：医療 中：中間支援 行：行政
	©FACE to FUKUSHI

	学生広報のまとめ
	4-1．学生広報
	FACE to FUKUSHIでは、参加学生を集客するために、大学や専門学校の教員を介してのチラシ配布や、SNSを使った情報拡散など、様々な手法でアプローチをしています。
	以下、本年実施した広報活動です。
	広報手段
	配布枚数
	配布先
	チラシ送付
	約25,000枚

	広報手段
	学校数
	就職課・キャリアセンター・福祉実習指導室への メール・DM送付
	230校



	4-2．学生広報
	大学（主に福祉系学部）の授業やゼミにおいて10〜15分程度の時間をいただき、 FACE to FUKUSHIの活動紹介や就職フェアの告知を行う「授業内広報」を実施しています。
	広報手段
	学校数
	回数
	大学名
	対象学生数
	授業内広報
	＜関東＞ 立教大学、文教大学、東洋大学、埼玉県立大学 日本社会事業大学、明治学院大学、浦和大学、駒澤大学 立正大学、早稲田大学、武蔵野大学、明星大学 東洋学園大学、法政大学 ＜関西＞ 武庫川女子大学、神戸学院大学、関西学院大学、佛教大学 龍谷大学、近畿大学、関西福祉科学大学、大阪公立大学 大阪人間科学大学、桃山学院大学、追手門学院大学 和歌山大学、甲南大学 ＜東海＞ 中京大学、愛知県立大学、金城学院大学、同朋大学 名古屋市立大学、愛知教育大学
	約3,800人
	©FACE to FUKUSHI



	4-3．広報媒体
	チラシ：表（各エリアごとに作成）

	4-4．広報媒体
	チラシ：裏

	4-5．広報媒体
	ポスター（各エリアごとに作成）
	一般社団法人FACE to FUKUSHI
	大阪府大阪市北区梅田1-3-1　大阪駅前第一ビル4階106 TEL　06-4799-0108 営業時間　10:00-18:00（土日祝日を除く）
	〒530-0001



	FACE to FUKUSHI

	SNS
	にて
	新卒向け福祉就職フェア「FUKUSHI meets!」の紹介等をしています！



